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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・応用健康科学 

キーワード：肥満、小児、メタボリックシンドローム、β3アドレナリン受容体遺伝子、内臓脂肪、 

糖脂質代謝異常、高血圧、動脈硬化 

 
１．研究計画の概要 

本研究では、β3 アドレナリン受容体(AR)

遺伝子変異を保有する小児と保有しない小
児との間で、メタボリックシンドローム
（MS）の因子である内臓脂肪型肥満、脂質
代謝、糖質代謝、血圧性状を比較し、小児に
おける MS の発生に、β3AR 遺伝子変異の保
有が関与するか否かを明らかにすることを
目的とした。 

 

２．研究の進捗状況 

6.8～12.7 歳の男女小児 103 名（平均年齢
9.8±1.5 歳）を対象に、β3AR 遺伝子、肥満
度、空気置換法による体脂肪率、MRI による
内臓脂肪面積、血圧、血清脂質、動脈硬化指
数、血糖値、インスリンなどを解析・検査し
た。肥満児は 63名、非肥満児は 40名であり、
肥満児の中で4名がMSと判定された。β3AR

遺伝子の変異型を保有する肥満児は 18 名
（28.6％）、正常型を保有する肥満児は 45 名
（71.4％）、変異型を保有する非肥満児は 7

名（17.5％）、正常型を保有する非肥満児は
33 名（82.5％）であった。β3AR 遺伝子の正
常型を保有する肥満児でMSと判定された者
は 4.4％（2 名）であったのに対し、変異型を
保有する肥満児で MS と判定された者は
22.2％（4 名）と有意に高い割合が認められ
た。これらの結果は、β3AR 遺伝子が小児の
肥満やMSと関係する可能性を示唆している。
また、肥満小児群について変異型と正常型の
間で検査項目を比較すると、変異型をもつ肥
満児は、内臓脂肪面積、総コレステロール、
LDL コレステロール、中性脂肪、収縮期およ
び拡張期血圧が有意に高い値を示した。これ
らは MS の因子であることから、β3AR 遺伝

子の変異型は小児におけるMSの発生に関与
している可能性が示唆された。さらに、β3AR

遺伝子の変異型の有無によって肥満児の体
脂肪率や肥満度に有意差がなく、非肥満児で
は全ての検査項目に有意差がなかった。この
結果は、β3AR 遺伝子変異が体脂肪が過剰に
蓄積した際に体脂肪分布に影響して内臓脂
肪の蓄積を助長し、間接的に MS を引き起こ
す可能性を示唆している。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

 本研究では、小児の MS に関与する肥満関
連遺伝子としてβ3AR 遺伝子、UCP-1 遺伝子、
β2AR 遺伝子に注目した。その中で、β3AR

遺伝子が最も関与が強いとの仮説を設定し
た結果、肥満児でβ3AR 遺伝子が内臓脂肪や
血圧、脂質代謝と強く関連し、仮説を支持す
る結論が得られている。 

 
４．今後の研究の推進方策 

β3AR 遺伝子のみならず、UCP-1 遺伝子、
およびβ2AR遺伝子における変異型の組み合
わせによって遺伝的体質を規定し、どのよう
な遺伝的体質が小児における内臓脂肪型肥
満の形成やMS合併の要因になるのかを検討
する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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